
報告年月 動物用医薬品等の名称 製造販売業者等名称
動物種・

数
副作用等の内容 講じた処置 転帰 情報源

2006年12月 “京都微研”キャナイン
－８

株式会社　微生物化学研
究所

犬 ３日後に顔面浮腫 プレドニゾロン、塩酸ジ
フェンヒドラミン

不明 獣医師

2006年12月 “京都微研”キャナイン
－８

株式会社　微生物化学研
究所

犬 ２５分後に嘔吐、元気消
失

デキサメサゾン、塩酸ジ
フェンヒドラミン

回復 獣医師

2006年12月 ノビバック　ＤＨＰＰi＋ 株式会社　インターベッ 犬 ３０分後にムーンフェイ 無処置 回復 獣医師
2006年12月 “京都微研”牛ヘモフィ

ルスワクチン－Ｃ
株式会社　微生物化学研
究所

乳用牛３ １時間後に１９０頭のう
ち３頭で呼吸促迫

ステロイド剤 回復 獣医師

2006年12月 マイシリンゾル明治 明治製菓株式会社 肉用牛 ２分以内にショック、痙
攣、昏睡、アナフィラキ
シー反応、呼吸速迫、起
立不能、横臥、四肢放

合成副腎皮質ホルモン
剤、抗ヒスタミン製剤、
生理食塩水

回復 獣医師

2006年12月 フェロセルＣＶＲ ファイザー株式会社 猫 ４～５時間後に全身の発
赤と掻痒

プレドニゾロン、強肝
剤、抗ヒスタミン剤

回復 獣医師

2006年12月 “京都微研”キャナイン
－９

株式会社　微生物化学研
究所

犬 ２４時間以内に下痢、嘔
吐（大腸炎症状）

抗生剤、副腎皮質ホルモ
ン

回復 獣医師

2006年12月 リマダイル錠25,75,100 ファイザー株式会社 犬１ 嘔吐、黒色便 記載なし 回復 使用成績
2006年12月 リマダイル錠25,75,100 ファイザー株式会社 犬１ 嘔吐、黒色便 記載なし 回復 使用成績
2006年12月 “京都微研”キャナイン

－９
株式会社　微生物化学研
究所

犬 ３時間後に下痢、嘔吐、
元気消失

輸液、エピネフリン、ジ
フェンヒドラミン、デキ
サメサゾン、制吐剤、制
酸薬、抗生剤

回復 獣医師

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 投薬部位の発赤 ステロイド剤 回復 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 投薬部位の発赤及びそう
痒

ステロイド剤、抗ヒスタ
ミン剤

回復 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 発赤、そう痒 ステロイド剤 回復 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 湿疹 ステロイド剤、抗ヒスタ
ミン剤

回復 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 投薬部位のそう痒及び糜
欄

ステロイド剤、抗ヒスタ
ミン剤

不明 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 投薬部位の脱毛 ステロイド剤、サプリメ
ント（必須脂肪酸含有）

回復 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 発赤、そう痒 ステロイド剤、抗生物質
製剤

回復 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 投薬部位の発赤及び脱毛 ステロイド剤、抗生物質
製剤

回復 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 投薬部位の脱毛 ステロイド剤、抗生物質
製剤

不明 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 投薬部位の発赤、嘔吐 ステロイド剤、Ｈ２受容
体拮抗剤

回復 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
キャット

メリアル・ジャパン株式
会社

猫１ 投与部位の脱毛及び皮膚
炎

抗生物質製剤 回復 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
キャット

メリアル・ジャパン株式
会社

猫１ 投与部位の脱毛及び痂皮 ステロイド剤 回復 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
キャット

メリアル・ジャパン株式
会社

猫１ 投与部位の脱毛 無し 不明 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
キャット

メリアル・ジャパン株式
会社

猫１ 投与部位の脱毛 無し 不明 使用成績

2006年11月 フロントライン プラス
キャット

メリアル・ジャパン株式
会社

猫１ 投与部位の発赤及び脱毛 ステロイド剤、抗生物質
製剤

回復 使用成績

2006年11月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫 １時間以内に散瞳、顔面
腫脹、呼吸速泊、流涎、
嘔吐、下痢

水性デキサメサゾン 回復 獣医師

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 投薬部位のそう痒及び被
毛の脱色

シャンプー 回復 使用成績

2006年11月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 ５分後に脱力、可視粘膜
蒼白、顔面腫脹

エピネフリン、デキサメ
サゾン投与、輸液

回復 獣医師

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 投薬部位の脱毛 ステロイド剤 回復 使用成績

2006年11月 オスビタン・Ｓ 川崎三鷹製薬株式会社 牛 ３時間後によろめき、顔
面腫脹、陰部の腫脹、湿
疹、軟便、乳房浮腫、徐

ネオニューリン 回復 獣医師

2006年11月 フロントライン プラス
ドッグ

メリアル・ジャパン株式
会社

犬１ 発赤、そう痒 無し 回復 使用成績

2006年10月 ノビバック　ＤＨＰＰｉ 株式会社　インターベッ
ト

犬 ２時間後嘔吐 プレドニゾロン、ジフェ
ンヒドラミン、輸液

回復 獣医師

2006年10月 バンガードプラス　５／
ＣＶ－Ｌ

ファイザー株式会社 犬 ３時間後元気消失、震
え、肩を触ると鳴く

プレドニン、アシペニッ
クス

不明
（夜間救急
のため）

獣医師

2006年10月 鶏ロイコチトゾーン病ワ
クチン「北研」

（社）北里研究所 鶏１ 注射脚の跛行 無処置 回復 使用成績

2006年10月 鶏ロイコチトゾーン病ワ
クチン「北研」

（社）北里研究所 鶏１ 注射脚の跛行 無処置 回復 使用成績

2006年10月 フェロセルＣＶＲ ファイザー株式会社 猫 翌日から元気消失、食欲
低下、発熱

プレドニゾロン、ガス
ター、補液

回復 獣医師

2006年9月 フェロバックス３ 共立製薬株式会社 猫 １時間３０分後に頻回嘔
吐、顔面腫脹、元気消失

プレドニゾロン、ジフェ
ンドラミン

回復 獣医師

2006年9月 “京都微研”キャナイン
－６

株式会社　微生物化学研
究所

犬 ５分後に粘膜蒼白、吐き
気

ボスミン、デキサメサゾ
ン、輸液

回復 獣医師

2006年9月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 顔面腫脹 ステロイド、抗ヒスタミ
ン薬

回復 獣医師

2006年9月 デュラミューン　５ 共立製薬株式会社 犬 顔面腫脹、嘔吐、痒み デキサメサゾン、プレド
ニン、ＡＢＰＣ

不明
（夜間救急
のため）

獣医師

2006年9月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 嘔吐、顔面腫脹、全身発
疹、痒み

無処置 不明
（夜間救急
のため）

獣医師

2006年9月 “京都微研”キャナイン
－９

株式会社　微生物化学研
究所

犬 ３時間後に元気消失、接
種部位の疼痛

プレドニゾロン、抗生物
質

回復 獣医師

2006年9月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 皮膚の発赤、口内・眼瞼
周囲腫脹、痒み

プレドニン、アンピシリ
ン

不明
（夜間救急
のため）

獣医師

2006年8月 “京都微研”キャナイン
－８

株式会社　微生物化学研
究所

犬 顔面浮腫、痒み、呼吸速
拍、震戦

プレドニゾロン 回復 獣医師

2006年8月 フェロバックス３ 共立製薬株式会社 猫 発熱、呼吸が荒い、開口
呼吸

プレドニゾロン、ジフェ
ンヒドラミン投与するが
落ち着かず、点滴、デキ
サメタゾン投与

回復 獣医師
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報告年月 動物用医薬品等の名称 製造販売業者等名称
動物種・

数
副作用等の内容 講じた処置 転帰 情報源

2006年8月 フロントライン
(夜間救急のため詳細不
明）

メリアル・ジャパン株式
会社

犬 全身発赤、掻痒 ステロイド投与・洗浄 不明
（夜間救急
のため）

獣医師

2006年8月 デュラミューン　５ 共立製薬株式会社 犬 眼瞼の発赤 デキサメサゾン、強肝剤 回復 獣医師
2006年8月 デュラミューン　５ 共立製薬株式会社 犬 眼瞼（左右）の強い浮腫 デキサメサゾン、強肝剤 回復 獣医師
2006年8月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫１ 当日に元気減退 無処置 回復 使用成績
2006年8月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫１ ２回目注射の当日に元気

減退・食欲減退（１回目
は副作用なし）

無処置 回復 使用成績

2006年8月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫１ １回目注射の当日に元気
減退・食欲減退、２回目
注射の当日に元気減退

無処置 回復 使用成績

2006年8月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫１ ２回目注射の翌日に元気
減退・食欲減退（１回目
は副作用なし）

無処置 回復 使用成績

2006年8月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫１ 翌日～２日後にかけて元
気減退・疼痛症状（抱き
上げると鳴く）

無処置 回復 使用成績

2006年8月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫１ 当日から翌日にかけて元
気減退・食欲減退

無処置 回復 使用成績

2006年8月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫２ 当日から元気減退・食欲 無処置 回復 使用成績
2006年8月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫１ 当日から翌日にかけて元

気減退
無処置 回復 使用成績

2006年8月 ノビバック　ＤＨＰＰi＋
ＬＣ

株式会社　インターベッ
ト

犬 上目瞼の浮腫、注射部位
（後頚部）から前傾部に
かけての皮下浮腫(前肢の
一部も）、呼吸速迫

プレドニゾロン、ビタミ
ン剤

回復 獣医師

2006年8月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫 食欲減少、嘔吐、下痢、
発熱

皮下補液、プレドニゾロ
ン、シメチジン

不明（再来
院なし）

獣医師

2006年8月 リマダイル注射液 ファイザー株式会社 犬１ 翌日嘔吐 記載なし 記載なし 使用成績
2006年8月 リマダイル注射液 ファイザー株式会社 犬２ 注射後嘔吐 記載なし 記載なし 使用成績
2006年8月 リマダイル注射液 ファイザー株式会社 犬１ 覚醒後嘔吐 記載なし 記載なし 使用成績
2006年8月 リマダイル注射液 ファイザー株式会社 犬１ 翌日血便 無処置 回復 使用成績
2006年8月 ゼナキル錠２５ ファイザー株式会社 犬１ 軽度の食欲不振と腰痛 点滴、鎮痛剤 回復 使用成績
2006年8月 ゼナキル錠２５ ファイザー株式会社 犬１ 軽度な嘔吐 記載なし 回復（投薬

中止後）
使用成績

2006年8月 ゼナキル錠２５ ファイザー株式会社 犬２ 軽度な下痢 記載なし 回復（投薬
中止後）

使用成績

2006年8月 ゼナキル錠５０ ファイザー株式会社 犬１ 軽度な嘔吐 記載なし 回復（投薬
中止後）

使用成績

2006年8月 ゼナキル錠５０ ファイザー株式会社 犬１ 軽度な下痢 下痢止め 回復（投薬
中止後）

使用成績

2006年8月 ゼナキル錠１００ ファイザー株式会社 犬１ 軽度な下痢 記載なし 回復（投薬
中止後）

使用成績

2006年8月 ゼナキル錠１００ ファイザー株式会社 犬１ 軽度な下痢、食欲不振 記載なし 不明 使用成績
2006年8月 ズブリン（５０、１０

０、２００のどれかは不
ナガセ医薬品株式会社 犬１ 下痢・軟便 ファモチジン、乳酸菌製

剤
回復 使用成績

2006年8月 ズブリン（５０、１０
０、２００のどれかは不

ナガセ医薬品株式会社 犬１ 口内炎（舌下） トリアムシノロン塗布、
ヨードグリセリン消毒

回復 使用成績

2006年8月 インタードッグ 東レ株式会社 犬１ 嘔吐 無処置 記載なし 使用成績
2006年8月 十味敗毒湯エキス錠シン 大峰堂薬品工業株式会社 犬２ 軟便 記載なし 記載なし 使用成績
2006年8月 十味敗毒湯エキス錠シン 大峰堂薬品工業株式会社 犬１ 悪心 記載なし 記載なし 使用成績
2006年8月 十味敗毒湯エキス錠シン 大峰堂薬品工業株式会社 犬１ 嘔吐 記載なし 記載なし 使用成績
2006年8月 エースワーカー錠0.5 三共ライフテック株式会

社
犬１ 膀胱炎 止血剤（アドナ、トラン

サミン）、抗生剤（バイ
トリル）

回復（その
後、継続投
与したが再
発無し）

使用成績

2006年7月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 顔面腫脹（左半分）、腹
部・耳内の赤脹、掻痒

ステロイド注、ビタミン
剤経口投与

回復 獣医師

2006年7月 フェロバックス３ 共立製薬株式会社 猫 元気消失、食欲低下 無処置 回復 獣医師
2006年7月 ノビバック　ＤＨＰＰｉ 株式会社　インターベッ 犬 顔面腫脹 無処置 回復 獣医師
2006年7月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 食欲低下、顔面腫脹 ステロイド皮下注 回復 獣医師
2006年7月 フェロバックス５ 共立製薬株式会社 猫 食欲低下、発熱 抗生剤、ステロイド 回復 獣医師
2006年7月 ユーリカン　５ メリアル・ジャパン株式

会社
犬 顔面浮腫、全身痒み、呼

吸速泊
プレドニゾロン、ジフェ
ンドラミン

回復 獣医師

2006年7月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 顔面腫脹 ステロイド剤 回復 獣医師
2006年7月 レボリューション　６％ ファイザー株式会社 犬１ 体調不良、元気消失 記載なし 回復 使用成績
2006年7月 レボリューション　１ ファイザー株式会社 犬１ 軽度の掻痒感 無処置 回復 使用成績
2006年7月 レボリューション　６％ ファイザー株式会社 猫１ 投与部位の脱毛 記載なし 回復 使用成績
2006年7月 レボリューション　６％ ファイザー株式会社 猫２ 投与部位の脱毛 記載なし 不明 使用成績
2006年7月 リスポバル ファイザー株式会社 牛２ 発熱、元気・食欲なし 記載なし 記載なし 使用成績
2006年7月 メタカム０．５％注射液 ベーリンガーインゲルハ

イムベトメディカジャパ
ン株式会社

犬１ 手術創からの出血及び血
尿

圧迫止血及び止血剤 回復 使用成績

2006年7月 メタカム０．５％注射液 ベーリンガーインゲルハ
イムベトメディカジャパ
ン株式会社

犬１ 投与後２時間後に下痢 記載なし 回復 使用成績

2006年6月 狂犬病ワクチン－ＴＣ 株式会社　微生物化学研
究所

犬 よろめき、起立不能、ア
ナフィラキシー反応、呼
吸速泊、流涎

デキサメサゾン 回復 獣医師

2006年6月 ウロエース錠 あすか製薬株式会社 犬２ 肝機能検査値の異常 記載なし 回復 使用成績
2006年6月 “京都微研”キャナイン

－８
株式会社　微生物化学研
究所

犬 元気消失、食欲減退、顔
面腫脹、蕁麻疹

無処置 回復 獣医師

2006年6月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 アレルギー反応、顔面腫
脹、掻痒、嘔吐

プレドニゾロン 回復 獣医師

2006年6月 パナゲンＦＶＲ－ＣＰ シェリングプラウアニマ
ルヘルス株式会社

猫 元気消失、顔面腫脹、全
身の震え

プレドニゾロン、アンピ
シリン、抗ヒスタミン
剤、抗アレルギー剤

回復 獣医師

2006年6月 ノビバック　ＤＨＰＰi＋
L

株式会社　インターベッ
ト

犬 アレルギー反応、顔面腫
脹、掻痒

無処置 回復 獣医師

2006年6月 リュウコゲン 株式会社　ビルバック
ジャパン

猫 注射部位のしこり 無処置 回復 獣医師

2006年6月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 アレルギー反応、顔面腫
脹、掻痒

プレドニゾロン 回復 獣医師

2006年6月 サイデクチン　ポアオン 共立製薬株式会社 牛１ 食欲減退 経過観察 回復 使用成績
2006年5月 ノビバック　ＤＨＰＰｉ 株式会社　インターベッ

ト
犬 投与後約３分で嘔吐、約

５分で可視粘膜蒼白
プレドニゾロン、抗ヒス
タミン剤、点滴

回復 獣医師

2006年5月 ユーリカン　７ メリアル・ジャパン株式 犬 ムーンフェイス プレドニゾロ内服1mg/kg 回復 獣医師
2006年5月 デュラミューン　６ 共立製薬株式会社 犬 顔面腫脹、嘔吐 ジファンヒドラミン 回復 獣医師
2006年5月 “京都微研”キャナイン－株式会社　微生物化学研 犬 顔面腫脹、眼瞼周辺発赤 プレドニゾロン 回復 獣医師
2006年5月 レイヤーミューン　ＳＥ

－ＮＢ
株式会社　シーエーエフ
ラボラトリーズ

鶏460 活力減退、注射部位の腫
脹

不明 回復 使用成績

2006年5月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 顔面腫脹、嘔吐 無処置 回復 獣医師
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2006年5月 狂犬病ＴＣワクチン“化
血研”

財団法人　化学及血清療
法研究所

犬 食欲なし、全身の震え
（高熱のため）

抗アレルギー剤、解熱剤 回復 獣医師

2006年5月 カルドメック　チュアブ
ル　Ｐ６８

メリアル・ジャパン株式
会社

犬 食欲低下、倦怠、旋回運
動、不安、元気消失

プレドニゾロン・塩酸ジ
フェニルピラリン皮下注

治療中
→経過良好

獣医師

2006年5月 牛異常産ＡＫ・ＫＢ・Ａ
Ｎ混合不活化ワクチン
“化血研”

財団法人　化学及血清療
法研究所

牛 流涙、流涎、起立不安
定、歩様蹌跟、伏臥、起
立後精神不安状態

無処置 回復 獣医師

2006年5月 イソフルラン「ローディ
ア」
（人体用）

エア・ウオーター株式会
社

犬 悪性高熱様症状 アイスパック、冷水浣
腸、コハク酸ヒドロコル
チゾンナトリウム

死亡 業者

2006年4月 レボリューション ６% ファイザー株式会社 猫 投与部の脱毛 プレドニゾロン内服 回復 獣医師
2006年4月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 ２時間後に元気消失 プレドニゾロン、ジフェ

ニヒドラミン、皮下補液
回復 獣医師

2006年4月 子宮内膜炎用ホーミング
マイシン

理研畜産化薬株式会社 牛 食欲廃絶、不穏挙動、起
立・伏臥の繰り返し

リンゲル、レスチオニン
C、ネオアス、エピネフ
リン

回復 獣医師

2006年4月 “京都微研”キャナイン
－９

株式会社　微生物化学研
究所

犬 食欲低下、倦怠 ステロイド剤、抗ヒスタ
ミン剤

回復 獣医師

2006年3月 牛異常産ＡＫ・ＫＢ・Ａ
Ｎ混合不活化ワクチン

財団法人　化学及血清療
法研究所

牛 起立不能、眼周囲・肛門
周囲の腫脹

ラドン、生理食塩水、レ
バチオニン

回復 獣医師

2006年3月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 顔面腫脹 レスタミン、プレドニゾ
ロン

回復 獣医師

2006年3月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 顔面腫脹 レスタミン、プレドニゾ
ロン

回復 獣医師

2006年3月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 顔面浮腫 レスタミン、ステロイド 治療中 獣医師
2006年3月 ケトフェン錠 メリアル・ジャパン株式

会社
猫１ 水溶性下痢、嘔吐、黒色

便
テスミン、フェンラーゼ
経口投与

回復 使用成績

2006年3月 ケトフェン錠 メリアル・ジャパン株式 猫１ 嘔吐 無処置 回復 使用成績
2006年3月 デュラミューン　５ 共立製薬株式会社 犬 顔面浮腫 （接種前）ステロイド、

強肝剤
（接種後）ステロイド

回復 獣医師

2006年3月 デュラミューン　５ 共立製薬株式会社 犬 顔面浮腫 デキサメサゾン 回復 獣医師
2006年3月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 顔面浮腫 デキサメサゾン、強肝剤 回復 獣医師
2006年3月 ノビバック　ＤＨＰＰｉ 株式会社　インターベッ 犬 食欲低下、倦怠、軟便 ステロイド 回復 獣医師
2006年3月 リタガードLT-C ファイザー株式会社 豚９ 軽度の注射局所反応 記載なし 記載なし 使用成績
2006年3月 ノビバック　ＤＨＰＰｉ 株式会社　インターベッ

ト
犬 ふらつき、失禁、顔面浮

腫
デキサメサゾン、ジフェ
ンヒドラミン、プレドニ
ゾロン

回復 獣医師

2006年3月 ユーリカン　５ メリアル・ジャパン株式 犬２ 顔面浮腫 プレドニゾロン　筋肉注 回復 獣医師
2006年3月 バンガードプラス　５／

ＣＶ－Ｌ
ファイザー株式会社 犬 元気消失、食欲消失、 プレドニゾロン　皮下注

射
回復 獣医師

2006年3月 アトピカカプセル ノバルティス　アニマル
ヘルス株式会社

犬１３ 食欲不振、嘔吐、下痢、
軟便、血清ALTの上昇、粘
液便、いぼ状病変、被毛
状態の変化

記載なし 記載なし 使用成績

2006年2月 ラピノベット シェリング・プラウ株式 犬１１ 粘膜チアノーゼ 酸素吸入 回復 使用成績
2006年2月 ラピノベット シェリング・プラウ株式 犬１ 粘膜チアノーゼ、不整脈 酸素吸入 回復 使用成績
2006年2月 ラピノベット シェリング・プラウ株式 犬２ 血中酸素飽和度低下 酸素吸入 回復 使用成績
2006年2月 ラピノベット シェリング・プラウ株式 犬１ 呼吸速拍 人工呼吸 回復 使用成績
2006年2月 ラピノベット シェリング・プラウ株式 犬１ 頻脈 リドカイン点滴静脈注射 回復 使用成績
2006年2月 ラピノベット シェリング・プラウ株式 猫７ 血圧低下 昇圧剤投与、輸液量増量 回復 使用成績
2006年2月 ラピノベット シェリング・プラウ株式 猫２ 徐脈 アトロピン投与 回復 使用成績
2006年2月 ラピノベット シェリング・プラウ株式 猫１ 不整脈 リドカイン投与 回復 使用成績
2006年2月 デュラミューン　８ 共立製薬株式会社 犬 嘔吐、右眼瞼腫脹、右口

唇腫脹
マレイン酸クロルフェニ
アミン

回復 獣医師

2006年2月 アラディケーター ファイザー株式会社 豚２９ 沈鬱、食欲不振、注射局
所反応

記載なし 記載なし 使用成績

2006年2月 デュラミューン　５ 共立製薬株式会社 犬 顔面腫脹
（昨年の副作用歴から事
前にアレルギー予防の投
薬を行ったが発症）

抗アレルギー剤、ステロ
イド剤

回復 獣医師

2006年1月 コバクタン 川崎三鷹製薬株式会社 牛１ 注射部位の腫脹 記載なし 回復 使用成績
2006年1月 アデクァン 三共ライフテック株式会

社
犬１ 食欲不振、元気消失、発

熱、嘔吐
皮下点滴（ソルラクト、
アデラビン）皮下注射
（マイシリン、プレドニ

死亡 使用成績

2006年1月 アデクァン 三共ライフテック株式会 犬１ 下痢 無処置にて経過観察 回復 使用成績
2006年1月 アデクァン 三共ライフテック株式会 犬１ 嘔吐 無処置にて経過観察 回復 使用成績
2006年1月 アデクァン 三共ライフテック株式会

社
犬１ 元気消失、食欲消失、歩

様不定
無処置にて経過観察 回復 使用成績

2006年1月 アデクァン 三共ライフテック株式会
社

犬１ 嘔吐、下痢 プリンペラン筋肉注射、
バイトリル皮下注射、エ
リスロマイシン、フラ
ジール、エクセラーゼ、
プレドニゾロン内服

回復 使用成績

2006年1月 アデクァン 三共ライフテック株式会
社

犬１ 右後肢腫脹、リンパ節腫
大

リンゲルタウリン・セ
ファゾリン静脈注射、リ
マダイル・リレキシペッ

回復 使用成績

2006年1月 アデクァン 三共ライフテック株式会 犬１ 注射部位疼痛 無処置 回復 使用成績
2006年1月 デュラミューン　６ 共立製薬株式会社 犬 顔面腫脹、耳介発赤 ジフェンヒドラミン、プ

レドニゾロン
回復 獣医師
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